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こｍ

市
消
防
本
部

　
市
で
は
、
こ
の
た
び
消
防
体
制
を
充

実
強
化
す
る
た
め
、
東
宇
治
消
防
分
署

を
東
消
防
署
に
昇
格
さ
せ
る
な
ど
、
組
・

織
機
構
の
見
直
し
を
実
施
。
十
二
月
一

日
に
東
消
防
署
の
開
署
式
を
行
い
ま
し

た
。

宇:c?">トバ]Vj 回閉署式I

―

一

■

一

咽

一

つ
秘
１

東
宇
治
分
署
が
東
署
に

　12月１日の東消防署開署式では、銘板除幕、署旗の引き

渡しの後、池本市長か「防災は最大の公共福祉です。市民
　
市
内
で
は
近
年
、
空
き
地
や

田
畑
が
住
宅
地
に
変
わ
っ
た
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
な
ど
大
規

模
な
建
物
が
増
え
た
り
す
る
な

ど
、
街
の
様
子
が
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
渋
滞

の
慢
性
化
や
高
齢
者
の
人
口
増

加
、
社
会
の
高
度
情
報
化
な
ど

に
よ
り
、
従
来
の
火
災
や
救
急

…
…
…
…
…
…
…
一
に
対
す
る
備
え

　
　
　
　
　
一
で
は
十
分
と
は

刻
　
　

9
1
　
言
え
な
く
な
っ

J
　

8
7
5
　
て
き
て
い
ま
す
・

待
　
　

3
1 　
　
　
更
に
は
、
今
年

四
　
　
’
‘
　
　
一
月
に
発
生
し

力
　
　
２
　
　
た
阪
神
淡
路
大

努
　
　
　
’

ｙ
　

2
8 　
　
震
災
襄
回

ｍ
　
　
東
　
し
た
、
大
災
害

丿
　
乙
　
の
星
誓
も

　
ヽ
　

匹
　
　
考
え
た
組
織
と

】
Ｊ
　
　
五
　
　
体
制
の
整
備
が

誦
　

゜
地
　
急
が
れ
て
い
ま

を
に
皿
　
し
た
。

皿

ま
の
　
　
そ
こ
で
市
で

心
礼
四
　
は
、
中
蔚
丿

生
訓
勅
　
東
宇
治
消
防
分

の
と
Ｅ
　
署
を
東
消
防
署

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
に
昇
格
さ
せ
、
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一
般
会
計
１
９
億
６
３
９
８
万
円
を
補
正

‐一
　
十
二
月
定
例
市
議
会
は
、

‐ｍ
十
二
月
八
日
に
開
会
、
二
十

－ｍ
二
日
ま
で
の
十
五
日
間
の
会

Ｉ一
期
で
、
一
般
会
計
補
正
予
算

一
案
や
条
例
案
な
ど
十
議
案
に

－ｍ
つ
い
て
審
議
し
て
い
ま
す
。

‐ｍ
　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、

国
や
府
の
支
出
金
の
内
定
に

伴
う
事
業
費
や
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
事
業
の
進
み
具

合
に
よ
り
出
て
き
た
事
業
費

の
過
不
足
を
中
心
に
十
九
億

六
千
三
百
九
十
八
万
二
千
円

を
計
上
。
補
正
後
の
予
算
額

は
五
百
十
一
億
九
千
四
百
八

十
四
万
四
千
円
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
京
阪
宇
治
駅
前
交
通
広
場

用
地
購
入
＝
四
億
一
千
七
百

六
十
七
万
六
千
円

消
防
体
制
を
充
実
強
化
さ
せ
る

な
ど
の
消
防
組
織
の
機
構
改
革

を
実
施
。
十
二
月
一
日
に
東
消

防
署
の
開
署
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
な
お
今
回
の
改
革
で
は
、
伊

勢
田
消
防
分
署
に
特
別
救
助
隊

を
設
置
、
市
全
域
の
救
助
活
動

の
拠
点
と
し
、
救
助
業
務
の
効

率
化
を
図
っ
た
ほ
か
、
西
消
防

署
棋
２
　
消
防
分
署
を
中
消
防
署

囁
島
消
防
分
署
と
す
る
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
組
織
づ
く
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

無
火
災
で
過
ご
そ
う
年
末
年
始

始　二口

　゜寒火さ
を力｛
使厳
うし
こく　ｊ

とな‘
のる　！
多年
く末　Ｊ
な年　，

火
の
用
心
「
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
実
践
を

一
月
十
日
ま
で
火
災
予
防
特
別

警
備
を
実
施
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
大
切
な
命

と
財
産
を
火
災
か
急
防
乖
‥
ｙ
よ

う
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
次

の
「
火
の
用
心
　
七
つ
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
ぜ
ひ
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い

②
子
供
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

▼
西
宇
治
公
園
用
地
購
入
―

三
億
三
千
三
百
二
十
九
万
三

千
円
▼
小
倉
中
畑
団
地
建
て
替
え

事
業
上
（
億
四
千
八
百
四
十

一
万
四
千
円

▼
志
津
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ン
ト
建
設
事
業
と
億
円

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
市
長
の

資
産
な
ど
を
公
開
す
る
た
め

の
条
例
、
放
さ
自
動
車
の
防

止
と
処
理
を
す
る
た
め
の
条

例
な
ど
に
つ
い
て
も
審
議
さ

れ
て
い
ま
す
。

趾

の遊対

となシ

誓

沓

の④し
場てな
をんい
離ぷ
れら

なをい揚

　Cず
　る

　時
　は
　そ

新春特別番組

宇治・街・人

⑤
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い

⑥
風
呂
の
空
だ
き
は
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
付
け
な
い

―市長新年の抱負を語る―

１月１日（祝）

　　午後0時半から1

京都テレビ　UHF

特別公演
市制施行45周年記念

｢木の国日本と

　　　世界遺産｣
第１部：芝居「浪花人情喜劇」

　
石
造
建
築
を
中
心
と
す
る
西
欧
の
世
界
遺

産
の
価
値
観
の
中
で
、
日
本
の
木
造
建
築
が

ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
、
登
録
へ
の
道
を
た

ど
っ
た
か
、
ま
た
木
造
建
築
は
文
化
財
と
し

て
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
る
べ
き
か
を
、
世
界

遺
産
登
録
へ
尽
力
し
た
一
人
と
し
て
、
分
か

り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
・
：
1
2
月
1
7
日
間
、
午
後
２
時
～

◆
と
こ
ろ
…
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

◆
講
師
…
元
墓
累
国
立
文
化
財
研
究
所
所
長
・

イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
建
造
物
遺
跡
会
議
）

副
会
長
伊
藤
延
男
さ
ん

◆
問
い
合
わ
せ
・
：
社
会
教
育
課
（
B
2
2
・
３

１
４
１
、
内
線
2
6
1
7
）
。
参
加
は
直
接

会
場
へ
。

岡　八郎　’－●●゛’原　哲男

　やなぎ浩二、島田－の介ほか出演

第２部:お笑いバラエティショー

　　　８年３月１日(金)午後６時半～

　　　文化センター大ホール(開場６時)

　12月12日(火)から各プレイガイドで発売

　｡･，　－　　ｓ席(10
列まで)4,000円

　^^i^^^ Affi(1望ゐ石3,000 R OH。500Rti万)

主催r=11,^･&*5■ti■財宇治市文化センターS20-2111

　－一一

漫才：大木こだま・ひぴき

奇術：ジョージ＆レミ

ほか多数出演

宇治市文化センター／宇治市観光協会／宇治市観光案

内所(宇治橋西詰、近鉄大久保駅構内)／松下時計店

(ボンヌ前)／うさぎ堂(近鉄小倉駅前)／黄槃薬局(宇

治小学校西)／手芸とカメラのマツモト(御蔵山商店街)

／西小倉コミュニティセンター／アルプラザ城Pi(4

Ｆサービスセンター)／チケットぴあ(サティ各店ほか)

／チケット･セソン(西友各店)　　　　・

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

565

吉本新喜

劇

市
議
会
1
2
月
定
例

会

宇治上神社･平等院

世界遺産登録1周年

記念講演会

テレビ広報
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医
療
保
険
は
み
ん
な
の
財
産
で
す

　
国
民
健
康
保
険
は
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
掛
か
れ
る
よ
う
に

す
る
制
度
で
す
。
そ
の
財
源
は
、
加
入
者
の
保
険
料
や
国
庫

金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
増
加
す
る
と
保
険
料
負

担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
病
気
予
防
や
上
手
な
受
診
に
心
掛

け
、
国
民
健
康
保
険
の
安
定
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
2
2
6
5
）

依
然
、
増
加
す
る

　
　
　
市
国
保
医
療
費

　
七
年
度
の
国
民
医
療
費
は
二

土
（
兆
円
以
上
（
推
計
）
に
な

り
、
一
人
当
た
り
二
十
一
万
円

余
り
の
費
用
が
昂
愉
れ
ま
す
。

市
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で

も
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り

（
下
図
参
照
）
、
六
年
度
は
前
年

度
を
八
億
円
余
り
上
回
り
、
百

二
十
五
億
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
一
人
当
た
り
の
費
用
に

す
る
と
三
十
三
万
円
余
り
と
な

り
ま
す
。
こ
の
差
の
理
由
は
、

○
成
人
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
の

増
加
Ｏ
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ

る
医
療
費
の
増
加
　
○
加
入
者

の
高
齢
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
本
市
の
医
療
費
の
特

徴
は
、
病
院
な
ど
に
行
く
機
会

は
全
国
平
均
で
す
が
、
「
一
日

当
た
り
費
用
額
」
が
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
（
左
上
表
参

照
）
。
こ
れ
は
、
全
国
平
均
と

比
べ
密
度
の
高
い
診
療
や
病
状

が
悪
化
し
て
か
ら
の
受
診
と
い
っ

た
傾
向
か
お
る
た
め
と
思
わ
れ

ま
す
。

市国保医療費の推移（単位:千万円）

「‾‾¬老人

四煕SI退職者
億円

屋

６
５

４３

０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０

２
　
０
　
８
　
６
　
４
　
２

１
　
１

引
き
続
き

　
安
定
化
計
画
を
策
定

　
本
市
は
、
国
保
の
安
定
運
営

の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
レ
セ
プ
ト
（
医
療
機
関
か
ら

の
診
療
報
酬
明
細
書
）
の
点
検

体
制
の
強
化
・
充
実

▼表　１日当たり費用額の全国平均との比較
’｀　　　‾　’‾’゛゛｀　‾‾’’　（5年度診療分）

＼
入　　　院 入　院　外

一　般 退職者 老　人一　般 退職者 老’人

全　国 15,730 20,620 16,650 5,903 5,933 6,247

宇治市 17,423 25,198 19,217 6,624 6,702 7,247

※単位は円。

・－－－　－　　　-

国保半日人間ドック

8年2月～3月分　受診者募集中

受診者受付中　費用の7割補助

②
医
療
・
保
健
を
テ
ー
マ
に
し

た
市
民
・
加
入
者
と
の
連
携
強

化③
保
健
事
業
の
推
進

④
在
宅
ケ
ア
の
推
進

⑤
医
療
機
関
・
老
人
保
健
施
設

な
ど
の
適
正
配
置

　
健
康
診
断
は
病
気
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
効
果
的

で
す
。
特
に
成
人
病
の
兆
候

の
出
る
中
高
年
世
代
は
、
年

に
一
度
の
定
期
健
康
診
断
の

受
診
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
市
国
保
で
は
、
人
間
ド
ッ

ク
受
診
に
か
か
る
費
用
の
七

割
を
補
助
し
、
受
診
後
も
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
◆
対
象
者
…
市
国
保
に
１

年
以
上
加
入
し
、
3
5
歳
以
上

で
入
院
中
や
妊
娠
中
で
な
い

⑥
保
健
・
福
祉
・
教
育
分
野
で

の
連
携
施
策
推
進

⑦
負
担
の
公
平
・
保
険
料
収
納

率
の
向
上

⑧
健
全
な
国
保
財
政
の
堅
持

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
議
会
を

は
じ
め
、
国
保
運
営
協
議
会
・

国
・
府
な
ど
の
関
係
諸
機
関
と

連
携
し
て
、
安
定
し
た
運
営
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

人
◆
自
己
負
担
額
・
：
男
性
は

１
万
1
7
4
0
円
、
女
性
は

１
万
2
6
7
0
円
◆
受
診
機

関
…
京
都
第
一
赤
十
字
病
院

（
時
間
は
午
前
中
）
◆
申
し

込
み
…
国
民
健
康
保
険
証
と

印
鑑
を
持
っ
て
、
国
民
健
康

保
険
課
へ
。

①重複受診は止めよう

　　検査や処置をやり直すため、医療費のムグ使いに

②診療時間内の受診を心掛けよう

　　急患は別としても、時間外は加算料金が付き、またお医者さん

　　の負担にも

③家庭医を持とう

　　病歴や体質などを把握してくれているので、治療効果も大

④健康診断を受けよう

　　病気の早期発見・早期治療に効果も大

⑤自らの健康管理に気を付けよう

　　食事・睡眠・運動など日常生活を規則正しく

(§m) ■脳の老化やボケの防止になる■全身運動になり、筋力・体

　力の保持増進につながる■血行を良くして高血圧を抑える・腰痛や

　ひざの痛み防止に効果的■動脈硬化を防ぐ■ストレス解消になる

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
は

　
必
ず
1
4
日
以
内
に
届
け
出
を

　
健
康
保
険
は
、
す
べ
て
の

人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
制
度
で
す
．
加
入
者
み

ん
な
が
保
険
料
を
出
し
合
い
、

け
が
や
病
気
に
な
っ
た
と
き

に
お
互
い
に
助
け
合
う
も
の

で
す
．

　
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
今

す
ぐ
国
民
健
康
保
険
の
加
入

手
続
き
を
．国

保
に入

る
と
き

●
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入

　
し
て
き
た
と
き

●
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め

　
た
と
き

●
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶

　
養
者
で
は
な
く
な
っ
た
と

　
き
●
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

●
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な

　
っ
た
と
き

　
届
け
出
は
、
い
ず
れ
も
1
4

日
以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
．
必
ず
期
限
内
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
．

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　
国
保
へ
の
加
入
届
け
出
が

遅
れ
る
と
、
未
加
入
に
な
っ

て
い
た
期
間
の
保
険
料
を
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
（
＝
遡
及
）
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
．
現
在
は
、
遡
及

期
間
は
最
高
六
ヵ
月
分
で
す

が
、
８
年
１
月
か
ら
は
最
高

1
2
ヵ
月
分
、
４
月
か
ら
は
最

高
2
4
ヵ
月
分
ま
で
さ
か
の
ぽ

っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

間
の
医
療
保
険
給
付
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

ｔ

566

健
康
促
進
と
上
手
な
受
診
で
さ
わ
や
か
ラ
イ
フ
を

　医療費節約のアドバイス

健康促進の第1歩はウォーキングから

現
在
は
6
か
月
分

8
年
1
月
1
日

か
ら
は
1
2
か

月
分
8
年
4
月
1
日

か
ら
は
2
4
か

月
分

綸



567

（3）

|||iiiiiiirinntiiiuriⅢiininiintiiriiiiiiiiiiitiiiiiinii

.ずりＷｌ ｉｒｒｈｙｌ ｉｆ、

Ｉ
一
一

加
ｉ
．
ｉ
１
９
一

１

Ｓ

タ
‘
ｉ
Ｊ
’
９
’
ｆ
ｉ
ｉ
ｌ
ｙ
Ｓ
あ

情報

B0

X

　　ＳH W

　　　　宇　1台r打攻　だ　よ　り　　　　1995年（平成７年）12月11日発行　第1082号

|iiiiiiintiniiiiMMiiiiinMrriiintiiiiiiiiiiiiiiniiiiiiiiiiinniiiiiiiiiiiinjiiniiiiniiiMiiniiriiiiiiiiiiiiiiriniiiniiiMiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiniiiniiiiiiiriiiiiiiiiiiiniiiiiMiiniiiiniiiiiiitiniiiiiitii

　＞3月10日(日)午後１時半～、総

合福祉会館[＞対象…８年４月に小

学校に入学予定の市内在住の母子・

父子家庭の児童　[112月20日伽ま

でに地域の母子福祉推進委員か民

生児童委員へ回福祉総務課(内

宇治市成人式

　8年１月15日脚

午後O時半～２時半

文化センター大ホール

ト内容…式典、ミニコンサードほか

●･･対象…S 50.4.2~S 51.4.1生まれ

　で市内在住の人

回社会教育課（内線2616）

■母子・父子家庭クリスマス会

　＞12月17日(日)、午前11時～午後

３時、中央公民館〔＞対象…小学生

までの子供を持つ母子・父子家庭

の親子。先着50組E〉大人=1000円、

子供＝500円t＞内容…クリスマス

キャンドルづくりや紙人形劇など

　圃社会福祉協議会(容22-5650)

か地域の母子福祉推進委員。

■立春茶会とグルメ広場

　グルメ広場やお茶会、赤米粥の

無料試食会(限定)があります[＞

２月３日出・４日(日)の午前10時~

午後４時、府立宇治公園中の島C〉

前売券2000円(マウンテンバイク、

カラーテレビ、ラジオなどが当た

るお楽しみ抽選券付き)は、観光

センター・観光案内所・京阪交通

社各営業所で発売中　回観光協会

(£f23-3334)。

お知らせ

■消防設備試験

　C〉1月21日（日）、関西文理学院鞍

馬口校（京都市北区鞍馬口通烏丸

東入ル）［＞願書受付…12月13日附

から15日出の午前９時～午後４時

半までに財消防試験研究センター

京都府支部（京都市上京区釜座通

丸太町上ル・都文化ビル２階）［＞

願書・講習会要綱の配布…市内各

消防（分）署で配布中　回同支部

（容075-241-3945）。

■FMうじ携帯電話特派員募集

　FMう､じでは、携帯電話を使っ

たボランティアの市民特派員を募

集しています。 FMうじから電話

をしますので、身近に起こった出

来事やおもしろい話題を番組でリ

ポートしてください。携帯電話は

無料でお貸しますが、月々の基本

料金と通話料金はお支払いくださ

い。圃希望者は、市内在住・在勤

の人ではがきに住所・氏名・年齢･

電話番号・職業を書いて「FMう

じリポーター募集係」（宇治壱番

3）へ。回FMうじ（S24-8818）。

■都市計画案の縦覧

　高度地区、防火地域、準防火地

お母さんといっしょ

福井　元貴ちゃん(11ヵ月)

　　　泰代さん

　　　　　　(五ケ庄平野)

域の変更案、地区計画案について、

12月12日(火)から26日固まで都市計

画課で縦覧できます。回都市計画

課(内線2410)。

■国の教育ローン

　高校・大学・各種学校に入学・

在学する学生・生徒を対象に｢国

の教育ローン｣を取り扱っていま

すE〉融資額…学生・生徒１人につ

き150万円以内E＞返済期間…８年

以内C〉据置期間…在学期間以内か

つ４年以内[〉利率…年3.25％　西

国民金融公庫京都支店・教育ロー

ン係(S075-211-3231)。

　【訂正】　12月１日号の民生・児

童委員の表の「東宇治地区民生児

童委員協議会」主任児童委員坪田

章利さんの電話番号は31-8262で

した。また、「伊勢田地区民生児

童委員協議会」主任児童委員西村

千恵子さんは西村智恵子さんの誤

りでした。おわびし訂正します。

市役所　〒611宇治琵琶33

χをｰ-i..‾↓4φ.s..●-'ゝ'.-s｀●'｀へ･-･"-･'ﾆ'｀.●.-〃'.L¬-･1!｀I.~4●K-.
●~で.ﾆｰ-4 －k-J".'-･"'･･ ･-‾･●-一一l‾~'l'--.こｰ-.'r--‾●-

　‥‥‥‥‥萱22“3141

イこ二二了耳ドゴドデJ耳ド………１で1:

圃は問＼.ヽ命粍せ･圃は申じ

.

込みo二丿

　　ババド．ぷケー、．．－－　　　　'一

葦男

.

の書いrtヽない

.

卵)は無料でち

申L込み方迪必≫尚ぞいふぃもめうは

ｉ

≒..--ご、i……;.…　…吃二し一一･:こレ･

○東宇治図書館= 12月20日俐　○

中央図書館= 12月21日困、いずれ

も午後３時~4時[＞対象…幼児～

小学校低学年E＞共催…宇治子ども

文庫連絡会、サークルおはなした

まてばこ　圃中央図書館(S20-1

511)、東宇治図書館(£132-2232)。

■移動図書館の巡回休止について

　12月19日脚の｢平盛｣地区のそ

よかぜ号の巡回は休止します。

福祉・年金

皿手足・耳の不自由な人の巡回更

　生相談

　[＞1月８日(月)午後l時~3時、

総合福祉会館E〉内容…○身体障害

者手帳の交付や再交付に必要な診

断　○補装具の交付や修理に必要

な診断C〉持ち物…○手帳の交付・

再交付＝印鑑・顔写真(４×3齢)

１枚　○補装具の交付・修理申請

＝印鑑。なお、現在補装具を使用

している人は、必ず補装具を持参

してください囲福祉総務課(内

線2306)。

催し

■母子・父子家庭新入学児童を祝

　い励ます会

講座

・城南地域職業訓練センターの講座

　圃いずれも同センター（Q46-0

688）。

　　〈ワープロ初級Ver5〉［〉１月

７日～２月18日の日曜午前９時半

～正午、６回［〉9000円。くワー

プロ中級Ver 5〉C〉1月10日～31

日の水曜午後６時半~9時、土曜

午前９時半～正午、６回［〉9000円。

　　〈ワープロ上級〉［〉１月９日～

19日の月･火･木･金曜、午前９時

半～午後３時半、12回E〉1万600

円。くパソコンロータス123初

級〉C〉1月21日～３月３日の日曜、

午後1時～３時半、6回t>9000円。

　　〈パソコンロータス123 初級〉

C〉1月22日～２月９日の月･火･木･

金曜、午前９時半～正午、12回C〉

1万600円。　くパソコンロータス

123上級〉［＞1月21日~3月３日

の日曜、午後１時～３時半、６回

［〉9000円。

図書館

■クリスマス会

　紙芝居やおはなし会などで楽し

いひとときを過ごしましょう。[＞

○
初
め
て
の
入
所
の
場
合

　
▽
対
象
・
：
８
年
４
月
１
日
現

在
、
生
後
６
ヵ
月
以
上
ｉ
歳
未

満
の
乳
幼
児
。
保
護
者
が
仕
事

を
し
て
い
る
か
、
病
気
な
ど
で

保
育
が
で
き
な
い
奨
已
限
る
。

　
▽
入
所
受
付
日
と
場
所
…
下

表
の
通
り
。
や
む
を
得
な
い
事

情
で
こ
の
日
に
申
し
込
み
が
で

き
な
い
人
は
、
1
2
月
１
１
‥
八
日
㈲
か

ら
1
2
月
2
2
日
面
の
午
後
５
時
ま

で
、
保
育
課
了
叉
け
付
け
ま
す
。

保育所入所申請

問い合わせ

月日 受付場所 対象保育所

12/12

　吹）

同胞保育園
同胞保育園・くりくま保育園
大久保保育所

南浦保育園
南浦保育園・伊勢田保育園

西小倉保育所・北小倉保育所

12/13

　(加

明星保育園 明星保育園・のぼり保育園
木幡保育所・北木幡保育所

棋島保育所 いずみ保育園・棋島保育所

12/14

　團

広野保育所
広野保育所・ひいらぎ保育園

小倉双葉園保育所

あさひ保育園
あさひ保育園・三室戸保育園

なかよし保育園・宇治保育所

受付時間はいずれも午前10時～午後４時

○いずれも一斉受付期間を過ぎて申請した場合は、２

　次募Iの扱いになりますのでご注意ください。

○8年4月から入所を希望する人は全員申請が必要です。

保育課（内線2322）

　
▽
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
…

申
込
用
紙
は
、
各
保
育
所
と
保

育
課
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

申
請
に
は
保
護
者
（
父
母
な
ど
）

の
「
在
職
証
明
書
」
な
ど
保
育

が
で
き
な
い
旨
の
証
明
書
が
必

要
で
す
。

○
引
き
続
い
て
入
所
を
希
望
す

る
場
合

　
八
年
度
も
引
き
続
い
て
入
所

を
希
望
す
る
人
は
、
入
所
申
請

書
と
保
育
で
き
な
い
旨
の
証
明

書
な
ど
を
、
早
急
に
現
在
入
所

中
の
保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
産
休
明
け
保
育

　
八
年
二
月
二
日
ま
で
に
出
生

届
け
出
の
あ
っ
た
六
ヵ
月
未
満

の
乳
児
に
つ
い
て
も
、
保
育
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
、
八
年
二
月
二
日
㈲

ま
で
に
保
育
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
育
所
に

よ
っ
て
、
保
育
開
始
月
齢
が
異

な
り
ま
す
。

田
端

悦子

江
口

ユ
牛

辻

初子

岩
月

初美

岡
本
む
津子

木
村

節
子

松井

和
代

荒木

た
み

西田

ハ
ツ

金
井
百
合
子

滝
沢
美
佐
尾

中
田

文
子

恚

７戻

母霜
諭

簒
竺

敬Ｒ

望

町恚

40
4

棋
島
町
－
ノ
坪
89

横
島
町
北
内７

小
爵

ll

310

155

it
乱

？

68

広
野
町
東
裏
42

S

1
11

広
野
町
茶
屋
裏８

五
ヶ
庄
大林

26
11

li

是

215

2

五
ケ
庄
西浦

39
13

五
ヶ
庄
西浦

20
1
39

22

３
７
３８

22

１
５
２７

21

４
５
５３

23

７
６
５２

22

０
５
６３

41

７
０
４４

44

３
８
１９

43

６
３
５０

32

８
５
０８

21

・

２

０

６
５

31

８
６
０１

32

０
３
７０

山
本
喜
美
子

池
本

笑
子

森
田
く
に
子

太
田

政
子

安

藤

一
一一千

代

児
玉

啓子

木
村
マ
ス
工

桝
田

國子

山
上
千
恵
子

太田

文
子

可
部
谷
信
子

木
下

冨美

森岡

稔
子

宇醤

箆；

｜

？

44

肖

1

615

横
島
町
薗場
53

木搾

泡

115

木
幡
南
山

12
1
90

Ｓ

Ｉ
？

Ｓ

町１

ﾆ1ﾆ

琵

町
背

214

6

神
明
宮
北
８

第
２
寿
荘
15

小
倉
町
南
浦
18
1
34

小
倉
町
蓮池

151
　1
　5

伊
勢
田
町
名
木
１
１
１
１
３

23

２
０
５４

23

９
３
０７

23

７
６
９８

23

５
３
６５

32

８
２
９６

32

２
１
９８

43

７
４
５７

43

９
４
０５

21

４
５
５４

20

１
０
９３

22

８
９
３６

24

０
５
５８

44

０
４
３７

　
母
子
福
祉
推
進
委
員
は
、
母

子
家
庭
や
夫
と
死
別
し
た
女
性

の
福
祉
向
上
を
目
的
に
設
置
さ

母
子
福
祉
推
進
委
員

気
軽
に
ご
相
談
を

れ
て
い
る
も
の
。
地
域
に
お
け

る
身
近
な
相
談
員
と
し
て
、
京

都
府
の
母
子
相
談
員
と
協
力
し

な
が
ら
、
対
象
家
庭
の
生
活
や

経
済
上
の
問
題
な
ど
、
母
子
福

祉
施
策
全
般
に
つ
い
て
相
談
・

指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
福
祉
総
務
課

（
内
線
2
3
0
7
）
へ
。

戸籍手数料一覧表

届
香
そ
の
他
の
書
類
の
閲
覧

子

他届

の出
書・
類申
の請
記の

載受
事理
項証
の明
証書
明又
書は

　届
　書
　そ
　の

除

籍
に
記
載
し

た
事
項
に
関

す
る
証
明

一
戸
籍

に
記
載
し

た
事
項
に
関
す

る
証
明

除
籍

の
謄

抄
本

又

は
記

録

事
項

証

明
書

戸

籍

の
謄

抄
本

又

は
記

録

事
項

証

明
書

申

請

内

容

書

類
１
件

３
５
０
円

１通

１
４
０
０
円

１
通

３
５
０円

　証
　明
　事４項

5 1
Ｏ件
円

　証
　明
　事３項

5 1
０件
円

１
通

７
５
０
円

１
通

４
５
０
円

手

数
料

額

　
戸
籍
手
数
料
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
八
年
一
月
一
日
か
ら

の
戸
籍
謄
・
抄
本
等
の
交
付
手

交
付
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

8
年
1
月
1
日
か
ら

戸
籍
謄
・
抄
本
等
の

　
ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
、
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
発
展
に
尽
く
す
な
ど
し

た
人
や
団
体
に
対
し
、
「
宇

治
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
表
彰

を
行
い
ま
す
。
次
の
基
準
に

該
当
す
る
人
や
団
体
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
推
薦
を
。

●
対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
人
か
、
市
内
に
事

務
所
か
お
る
団
体
と
そ
れ
に

所
属
し
て
い
る
人

●
推
薦
の
基
準
…
○
ス
ポ
ー

ツ
に
関
し
、
平
成
７
年
に
全

平成7年

宇治市スポーツ賞

募集推薦の受け付けは8年1月31日（水）まで

国
・
国
際
大
会
（
小
・
中
学

生
は
府
・
近
畿
大
会
も
可
）

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
人

や
団
体
Ｏ
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
多
年
に
わ
た
り
功

績
の
あ
っ
た
人
や
団
体
＝
①

優
秀
な
選
手
の
育
成
指
導
に

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
②
国

体
な
ど
の
全
国
的
賢
答
に
、

選
手
と
し
て
1
0
回
以
上
出
場

し
、
相
当
な
成
績
を
収
め
た

③
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の

組
織
・
団
体
な
ど
で
、
お
よ

そ
2
0
年
以
上
に
わ
た
り
そ
の

普
及
・
振
興
・
発
展
に
顕
著

な
功
績
を
収
め
た
④
競
技
審

判
、
競
技
の
運
営
、
記
録
の

収
集
、
情
報
提
供
な
ど
特
定

の
分
野
で
、
お
よ
そ
2
5
年
以

上
に
わ
た
り
貢
献
し
た
⑤
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
か

か
る
学
術
研
究
な
ど
に
功
績

が
あ
っ
た
⑥
そ
の
ほ
か
、
特

に
体
育
・
ス
ポ
ト
ツ
の
普
及
・

振
興
に
功
績
が
あ
っ
た

●
推
薦
の
手
続
き
・
・
・
８
年
１

月
3
1
日
㈲
ま
で
に
、
所
定
の

推
薦
調
書
で
市
民
体
育
課

（
内
線
2
6
2
1
）
へ
。

数
料
を
左
表
の
通
り
改
定
し
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
市
民
課

（
内
線
2
2
0
5
）
へ
。

年の瀬も

ベルトでカチッと

安全確保

８年度 受け付け中

8
年
1

月
1
日

か
ら
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私たちが宇治を紹介します

～ミス宇治'96決まる～

　
十
一
月
十
九
日
㈲
に
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
サ
ン
フ
ェ

ア
宇
治
（
源
氏
ろ
ま
ん
と
同
時

開
催
）
で
新
し
い
ミ
ス
宇
治
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
ミ
ス
宇
治
に
選
ば
れ

た
の
は
鳳
凰
・
伊
勢
村
恭
子
さ

ん
、
朝
霧
・
羽
冨
愛
里
さ
ん
、

葱
香
・
百
瀬
君
子
さ
ん
の
三
人
。

三
人
は
当
日
早
速
、
初
仕
事
と

し
て
紫
式
部
文
学
賞
・
市
民
文

化
賞
の
受
賞
式
の
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
、
ど
う
し
て
自
分

が
選
ば
れ
た
と
思
う
か
聞
き
ま

し
た
。
伊
勢
村
さ
ん
は
学
生
時

代
に
源
氏
物
語
や
お
茶
に
っ
い

て
勉
強
し
て
い
た
こ
と
。
羽
冨

さ
ん
は
手
話
を
披
露
し
た
こ
と
。

百
瀬
さ
ん
は
、
「
鳳
凰
・
朝
霧
・

苔
香
」
を
折
り
込
ん
だ
和
歌
を

披
露
し
た
の
が
良
か
っ
た
の
で

は
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
Ｐ
Ｒ

障
害
者
の
気
持
ち
伝
え
た
い

「
宇
治
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
十
一
月
二
十
五
日
出
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
「
宇
治
わ
た
ぼ
う

し
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
福
祉

法
人
「
山
城
福
祉
会
」
の
後
援

会
が
今
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た

の
を
機
に
同
後
援
会
の
主
催
事

業
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
プ
口
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が

全
国
四
障
害
者
四
気
持
ち
含
歌
っ

た
り
、
ま
た
山
城
福
祉
の
園
の

仲
間
た
ち
も
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ

で
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
山
城
福
祉
会
四
常
務
理
事
の

遠
藤
光
男
さ
ん
は
「
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
を
通

じ
て
、
後
援
会
に
入
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
も
七
十
数
人
お
ら
れ

た
ん
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、

障
害
者
の
福
祉
に
っ
い
て
の
関

心
が
高
ま
っ
て
く
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

広
野
公
民
館
サ
ー
ク
ル

　
　
ス
ピ
ー
ク
サ
ロ
ン

左から

鳳凰（ほうおう）・伊勢村恭子さん（22歳・広野町）
朝霧（あさぎり）・羽冨　愛里さん（21歳・黄道）

惹香（みょうこう）・百瀬　君子さん（19歳・小倉町）

が
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
三
人
は

お
茶
と
観
光
の
ま
ち
「
宇
治
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
、
そ
の
さ
わ
や
か
な
笑

顔
を
振
り
ま
い
て
く
れ
る
で
し
。

　11月26日(B)に文化センター

小ホールいっぱいに集まっ

た親子連れ。各サークルの

人形劇に子どもたちは大は

しゃぎ。

子どもたちはおおはしゃぎ

け
た
ら
声
援
を
送
っ
て
あ
げ
て
　
　
く
だ
さ
い
。

第４回　人形劇フェスティバル

「
わ
あ
こ
ん
な
に
ご
み
が
」

青
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
宇
治
運
動

う
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
見
掛

　
二
時
間
足
ら
ず
の
間
に
、
軽

ト
ラ
ｙ
ク
十
台
分
も
集
ま
っ
た

空
き
缶
や
空
き
び
ん
、
紙
く
ず
、

ビ
ニ
ー
ル
く
ず
と
い
っ
た
ご
み
。

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
文
化
少

年
団
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
な
ど
市
内
の
各
種

団
体
の
子
ど
も
た
ち
約
四
百
五

十
人
が
十
一
月
二
十
六
日
間
府

立
宇
治
公
園
中
の
島
や
大
吉
山
、

天
ケ
瀬
ダ
ム
な
ど
の
周
辺
の
ご

み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
拾
っ

て
い
る
う
ち
に
、
ご
み
の
多
さ

　　　　　広がるおしゃべりの輪

　当番の人が用意した話題で始ま　　取材時間中、静かになることな

る話の輪。ときおり広がる笑い。　　くだれかがしゃべっているにぎや

気が付くと全く違った話題になる　かなサークルですが､｢うちのサー

ことも。このサークルはその名の　クルはしゃべるだけでなく、話を

通り、話好きなひとが集まる場で　聞くサークルです。しゃべってい

す。　　　　　　　　　　　　　　　るひとり以外はみんな聞いている

　現在のメンバーは、45歳から80　んですから。最初はしゃべれなく

歳くらいまで。女性のひとりは　ても話を聞いているうちに自分の

｢結婚後、ちょっとした世間話を　意見が言いたくなると思います。

除けば、話をするといえば主人だ　ぜひ一度のぞいてみてください｣

けだったんです。ここへ来て男性　とサークルからのメッセージ。

観が変わりました｣とのこと。　　　　活動は毎月第１・３火曜の午後

　　｢政治的な話や世界的な大きな　１時半～３時半に広野公民館で。

話はどうしても言いっ放しになり　次回は12月19日(火)です。お問い合

ます。それよりも、最近では身近　わせは代表の高田久次さん(S24-

で実践できる老後の話題などが増　6885)へ。

えました｣と明るく話す皆さん。

　おしまいには子どもたち

もステージに上がって人形

たちと大合唱。客席の中に

はお疲れなのか、眠ってい

るお父さんも見かけました。

おつとめご苦労様です。

に
か
、
道
行
く
人
た
ち
に
「
お
っ

ち
ゃ
ん
ご
み
捨
て
ん
と
い
て
や
１
」

と
呼
び
掛
け
る
子
が
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

　
自
分
で
拾
う
こ
と
を
経
験
す

る
と
な
か
な
か
捨
て
る
気
は
起

こ
ら
な
い
の
で
は
。
あ
な
た
も

ち
ょ
っ
と
身
の
回
り
の
ご
み
を

拾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

Olｉ

市
民
情
報

短
信

　
　
催
し

◆
市
民
歩
こ
う
会
　
1
2
月
1
7
日

㈲
午
前
８
時
半
、
京
阪
宇
治
駅

前
釆
兌
大
道
神
社
・
金
弟
分
・

湯
屋
谷
方
面
（
宇
治
田
原
町
）
。

約
１
１
キ
口
。
新
春
市
民
歩
こ
う

会
　
１
‥
月
３
日
團
午
前
９
時
半
、

宇
治
市
役
所
前
集
合
。
桃
山
御

陵
・
乃
木
神
社
方
面
。
約
８
キ

口
（
家
族
向
き
）
。
と
も
に
昼

食
、
雨
具
持
参
で
。
牧
原
さ
ん

四
2
3
･
　
Ｃ
Ｍ
Ｃ
＾
ａ
Ｄ
Ｃ
Ｍ
°

◆
ク
リ
ス
マ
ス
用
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
　
1
2
月

1
8
日
囲
午
前
1
0
時
～
正
午
、
天

神
台
集
会
所
、
２
千
５
百
円

（
花
代
な
ど
）
。
定
員
1
0
人
。
1
4

日
出
ま
で

5
6
1
6

に
宮
崎
さ
ん
a
2
2
・

　
　
募
集

◆
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

夕
Ｉ
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
踊

り
ま
せ
ん
か
。
サ
ー
ク
ル
ー
ア

イ
＝
毎
週
火
曜
午
後
７
時
半
～

９
哨
サ
ー
ク
ル
ー
ア
ル
フ
ア
＝

毎
週
木
曜
午
前
1
0
時
半
～
午
後

２
時
。
会
費
月
４
千
円
。
岡
本

さ
ん
昔
3
1
・
1
2
8
5
．

◆
木
彫
サ
ー
ク
ル
「
き
ざ
み
」

・
初
心
者
大
歓
迎
。
の
ん
び
り

一
緒
に
木
を
彫
り
ま
し
ょ
う
。

毎
月
第
１
・
３
土
曜
、
午
後
１

時
半
～
４
時
半
。
会
費
月
千
５

百
円
。
吉
川
さ
ん
≫
4
3
・
４
０

◆
ガ
ト
ル
ス
カ
ウ
ト
　
野
外
活

動
や
奉
仕
活
動
を
通
し
て
、
少

女
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
目
指

す
も
の
で
す
。
小
学
校
新
１
年

か
ら
６
年
生
の
女
子
を
募
集
し

ま
す
。
活
動
は
主
に
日
曜
。
渡

瀬
さ
ん
容
4
4
・
6
7
7
8
。

　
　
　
お
知
ら
せ

◆
第
４
回
「
鳳
凰
賞
」
推
薦
募

集
　
「
鳳
凰
賞
」
は
、
宇
治
を

住
み
良
い
街
に
す
る
た
め
に
貢

献
し
た
団
体
や
個
人
に
宇
治
鳳

凰
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
送
る

も
の
で
す
。
自
薦
他
薦
を
問
い

ま
せ
ん
。
な
お
、
今
回
は
阪
神

大
震
災
の
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
送
る
特
別
賞
も
設
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
同
ク
ラ
ブ
の
鳳

凰
賞
実
行
委
員
会
（
雲
3
3
・
1

1
8
9
）
へ
。

交
差
点

毎月11日号

みなさんとつくるページ

サークルさあ来る1
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